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精神薄弱児の職場開拓に関する調査研究

末 間

精神薄弱を職場に送り込むことは，総務教育の仕上げ

であり，それだけに，精簿が社会的に生産に参加し，よ

き社会人としての生活安確保できる職場を， できるだ

け，多種類にわたり準備しておくことは，室長婆な問題と

なる。正常児対象の一般普通教育でも，社会人となった

場合の予想、が働L、ているには違いないが，精薄教育の場

合には，これが夜接的な目擦として，特に強く意識され

て教育指導が行なわれている=精務教育が.教科指導よ

りも生活指導に反点が向けられていることからも，この

ことは察知できょう。総務教育のft.t:げの場としての職

場をI}flf~îし確保することの近婆性は，ここにみられる。

戦後一特にこの 5:¥下伎前から一精薄教育の鉱充は，かな

りの上昇曲線を描いてすすめられ，北海道におし、ても，

養護学校をはじめ，中学校の特妹学級の卒業生は年を逐

うて増加の一路をil!lっている。また，札幌市では特殊教

育迷盟関係者が，職業安定所や北大，学大と一緒になっ

て，特殊教育就職対策協議会を昭和38年正月に発足させ

ている。しかし，未だ， J主体的な就職問桁は，殺や担任

教師が，様々の例人的縁主主や情報を手がかりとして，な

されるのが大部分というのが，日下の実情である。

私の今i豆!の誠夜研究は，地域を札幌市に限定し，この

札幌市内に，精i寺教育義務を修了したものが就職し得

て，しかも望ましい校会生活を将来に江っても持続し得

るような職場が，どれ経実際に存ずるかを切らかにし，

この結果を一つのザストにして，稜機的に適当な職場に

精手撃を送り込み得る準備態勢を調えんとしたものであ

る。

調査方法

調査地域として，札~見市全体を対象にえらんだっ

手順として，先ず札幌職業安定所言語策課がつくって保

存している事業所の調査表(カーめを手がかりとし

た。(この事業所数は， 昭和138年7月31日現在で， 5996 

である。〉このカードの記録を一つ一つ吟味し，さらに，

安定所の雇用主訪問記録カードを参照して，第サこ，遜

職種のありそうな事業所を選び出した。
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第二に，この選び出した卒業所のぞ~kにつき，事業所

の作業内容を吟味し，そこに精薄のために滋する職穏の

有無を検討し， (この場合当然作業環境条件も考慮した〉

さらに，第三三に進んで，精務に対する雇用主の認識や関

心の度合，雇用意志の有無，産雇用した場合の待遇条件な

どにつき調査したのて、ある。

方法としては，第一の滋び践しには，カード中から，

この目的に必要きな要点を欽き社iして，別に，事業所単位

のカードをつくり，問時に務長年令に滋ーする職場の有無をも

批定しながら，数Xrf!選別するようにした。第二，第三に

ついては，直接に訪問しての調子王，質問紙によるアンケ

ート法を併用した。

この際，適当な戦場か否かの判別に捺しては，狩皇子広

之(精神薄弱者の綴業適性〕の精務者の作業可能範言語一

覧表と，私が，札幌養護学校(北村利夫校長，この調査

主任山支義彦教諭〕の協力を得て行った日本全国の粉簿

養護学校卒業者の就職種目とを参考にして，基準をつく

り，これにより選JJIjを行ったυ

調査結果

炎1に記したように， 257の事業所の一つ一つにつ

き.f"F業内幸子'およびそこの経匁主体，人的・物的活設境条

約二をI今i床t総合した結来，手打業所として 119(46 tt~江が，
すぐにでも就職可能であり，また事前零に適当な験場を有

していることが判明した。(これを第 I穣と分類した。)

この各事業所は，卒業所の終るにつれ作業内容による

職場も呉り，また，魁用可能な人員数も異ってくるが，

各事業所在王子均して，緩小2人ずつにはなるので， 約

250人の精ー薄が， すぐにでも就職可能な場をど持っている

と結論づけられる。

湯島n稜とした68(26ii;i:)のぞ存薬所も，就織可能性の高

い事業所で，ここでもすくなくとも 100名が，就職可能

性をもっ。

第I百種は，現在のままでは，就職可能性はないけれど

も，経営者を単年蒙し，そこの職場の環境条件に工夫を加

えて変更してEまえば，決して絶望的ではなく，すくなく
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衣 1r ，:II~ fj'給果1:1:，まず第一に，1i!Eに自Psしたように月龍之的事業所t苅

f:f.カードとお'lJ官主訪問狗己主主力ードを資料と Lて"綴:専のi菌戦稼のありそ

えに評議所を105;題びr11した。第二に，この 105O)'}{繋i貯の俄々につい

て，その事業所の1'1';震被日， 1'1繋内'がなi吟味し， ，菌汚職務のlcJ起しまた

i盛吋機械がある劫合， i総 i専 ITを1íl1府するか~i か，総 IIJ-tる場合の待i珪，

さらに，経1fl3'.の務薄に対する認識の!立台(む締f事ミということを知っ

ているか汗か，務I理YGが，特殊教t守合受けているのを知っているか内
か，特殊教?守を受けたものが社会的に均一江しているJ{伊jを知っているか

育か等々)等について調べた.そ心結果，鮫終的には， 251の事業所に

ついて，側々に，滅べるニとができーた@その紋壌を業環別に示 Lたの

が，表Iである。

衣qJ.第I認とは，海戦作業事室があり，今寸一ぐにごも，務薄手寺を再来llJ

してよいと2考えてし、る事業所である。第II事室l土， ，菌戦作業f<f[はあるが，

今 tぐには，緑川できそうもないが，い「れ可能でおる事業所である.

115 III械は，実泊客iこi車総<1'1禁穐が/j:かったり.あっーても1誤用主の協力

tJ'，総持lこ対するよ翠織，関心的俊介が依し、等々で，どうも，l1ii専待には

j商勺必需主j品目土なさそろん:すもす:サ.9rである。J

とも，この半数で，結薄のj沈燃はlij能になると忠われる

ものである。

なお. ~]íを滋ト)て，この姿約からは省いたが，以上の

257の外に， 米だ，札幌郊外に酪農や野菜を3三とする農
家もあり，この方にも，精簿就職の可能性は当然，予想、

されたのである。

以上の結果から，最少限約200人，おそらくは300人

の精簿が，今すぐにでも，就職可能の職場が，精簿に活

用されずに見過されているといえるのである。

織って，実際に特殊教一育の中学校課程をど終えて，社会

に巣立つ精薄者の数は，本年度札幌市では，合計しても

50名に満たない。しかも，この中には，どこにも就職す

るのは無理と思われる議症なものも若干含まれているむ

精務者の就織に当つては，待遇条件，環境の物的条件

(ことに，安全性〕もさ当然考慮されなければならない
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が. {f'jよりも.j好調人間関係，職場をつくり上げている

1'i'[笥や複援の指導者などの組織とそのっくり上げている

仲間の事客観気が君主要であり，併せて，将来の生活への予

測も重く考慮されなければならない。

現犯のように，次第に入手不足の方If'Jに進む労働市場

の傾向が，今後も強まれば，なおさらであるが，そうで

なくとも上記のように精薄の職場は，現在の社会組織，

級公組織の中でも，そう窮服ではないことが，以上の調

査からもいえると思う。

もらろん，国家としても，地方自治体としても，もっ

と計雨的に，総務対策がすすめられ，職業指導t.iJfや米国
などでみられるJ1L護援産所 CShelteredWor kshop) の

立11きものが，十分多数に組織づけられ. jtJlJ皮イヒされるこ

とが望ましいが，J3I伝のままでも，特殊教子干の 11的地

Lt，そう閉鎖されてし、るわけではなし、ことが，結論づけ

らhるので‘ある。

(I Q 40~30 以 i、で， 特殊教育の対象に人り嫌いW;:

薄については，また別な考慮を要することはいうまでも

ないが，これは，また別な考察を必要としよう c)(欠

点c 名ìll~)

第一織の中の事例!なし、くつか簡単Jこ述べてみるつ

事例(1) T木材KK(木材，木製品製造業〉

資本金200万円，雇F持者14名， うち女子2名の製材工

場である。精簿の適職作業内谷は，製材の小運搬，占をさ

分け，結束作業である。男友何人かを，通勤で，ためし

に雇ってみたL、と述べているが，賃金については，他の

ものより能率が劣れば，多少切り下げることを条刊にし

ている O 精務についての品識の度合も災好である。(、i，11

務取締役)

ホタKn) N紙目見工業KK(パノレプ， 紙， 紙JJIIUI，i，製

造業〉

資本金 100万円.)反別者14名， うち友子9名の紙然，

紙綴製作工場である。作業内容は58子の場合は，平Lt二め

(紙箱製作工程人機械II二め作業，女子の場合は刻一の

議かけ. iI福良市り，結束作業で、ある。男女侭人か扇動で

今までに緩潟経験はないが，ぜひ雇ってみたいと述べて

いる。待遇については，他のものと変りなく仕事ができ

れば全く同等にすることを条件にしている。総務に対す

る認識の度合も良好で，毎年一間i径されている，特殊教

育の成長ミともいうべき，、ちえおくれの子イ共たちの作品

展示会、をもみており，その関心の度合も高し、。(総務

部長〉
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